2000年度　桜美林大学・国際教育センター「フィールドワークD」　松下達彦
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子どもの頃からの多文化教育・地球市民教育の必要性
　インターネットの普及や、国境を越えた人の移動により、世界のボーダーレス化は進んでいますが、国際間、民族間の摩擦や紛争はなくなっていません。その解決のためには相互理解を深め、一人一人のできることを実行していくことが必要ですが、特に、幼い頃からの多文化教育・地球市民教育によって視野を広げ、多様な価値観を理解することが、未来を担う子どもたちの人間形成にとっても、国際社会における相互理解においても重要な意味をもつのではないでしょうか。

小中学校訪問大使とは？
　「フィールドワークＤ」は桜美林・草の根国際理解教育支援プロジェクト（代表：国際学部教授・上山民栄）の支援を受けて実施しています。プロジェクトでは、主に小中学校における国際理解教育・多文化教育・地球市民教育を推進するためのいろいろな試みを進めてきました。その活動の一環として、町田・相模原地域の小中学校に、桜美林大学の留学生・帰国生・引き揚げ生・外国滞在経験の長い学生などが大使として訪問し、小中学生と一緒に様々な体験をしながら、教育活動に貢献するという「フィールドワークＤ」を開設しました。もちろん学生の皆さんにとっても、この制度を通して様々な人と交流する機会を得ることができると同時に、皆さんの国・地域と日本との関係、そして同じ世界に住む仲間としての新たな交流を考えるきっかけになるでしょう。

活動内容の例

· 事前のプロフィール交換（作文・寄せ書き・写真・紹介ビデオ等）

· 給食をいっしょに食べる

· 外遊び（ドッジボール、大縄跳びなど）やゲーム、クイズをいっしょにする。

· 遊び、食べ物、衣類、住居など身近な生活について、紹介して話し合う。体験できるものは体験してもらう（遊び、食べ物、衣類など）。

＊写真や地図や実物、教材キットなどを使って文化を紹介するとよい。

· 日本にいて不思議に思うこと、理解できないこと、よいと思うことなどについて、話し合う。

· 地域での生活上の問題点を子どもとゲストがそれぞれ挙げて、同じ地域・国の住民として共通の問題と、異なっている問題に分ける。その上で、それぞれについてどうすればよいか、意見を出し合う。

· 自分が受けてきた小中高校教育での、日本の取り上げ方を紹介する。その国や地域における一般的な日本や東京などに対するイメージを語る。

· ２国間やアジア地域内などの国際間や国際社会の問題を議論する。

テーマ例：

日本文化における中国・韓国の影響（儒教・漢字・建築・貿易など）、元冦、出島、朝鮮通信史、

豊臣秀吉、福沢諭吉、伊藤博文、大隈重信、日韓併合、対華21か条要求、日中戦争、南京大虐殺、

第２次世界大戦、日本人の消費生活と東南アジア（えび・バナナ・木材など）、酸性雨、貿易関係、

ワールドカップ、テレビドラマ・映画・漫画などの大衆文化、

マイノリティの子どもの教育（韓国学校・朝鮮学校・中華学校・日本人学校）エイズ予防対策、

米中関係と台湾問題・人権問題・ＷＴＯ加盟問題、韓国と北朝鮮、核の利用について（原子力と核兵器）、

インターネット・携帯電話、ごみ処理、

訪問大使の役割として大切だと思うこと

· 緊張せず、リラックスして楽しもう。子どもたちはみな楽しみに待っています。

· 「国」のすべてを紹介しようとは考えないで、自分のよくわかっていることを紹介すること。自分の子どもの頃の話、自分の生まれ育ったところのこと、自分の今のことなど。国について話すときは、地域・階層の違いや個人差など、国内の多様性も考慮し、偏った印象を与えないようにすること。

国際教育センター科目「フィールドワークＤ」について

「フィールドワークＤ」担当：国際教育センター教員　松下達彦

単位数：１単位（各学期の履修単位の上限20単位には算入されません。）
履修対象者：2000度以降入学の留学生、帰国生、中国引き揚げ生、在日２・３世、在外経験の長い学生など、何らかの点で日本の主流文化とは異なる属性・知識を持つ人。

授業の目的と概要：主として町田・相模原地域の小中学校で行なわれる国際理解・異文化理解・多文化教育の授業に参加する。その準備や当日の具体的実践、および事後の報告を通じて、日本の学校教育や21世紀の国際理解・異文化理解のありかた、その中で自身がするべきこと等について考える。
要求課題：小中学校等における授業への参加、事前学習、事後レポート、口頭発表。活動に関する連絡は主として国際教育センターの掲示板に掲示するので、１週間に１回は国際教育センターの掲示板を見ること。

評価方法：合・否のみの評価である。参加の程度により１単位／０単位が与えられる。

事前学習への参加　30％、レポート　40％、事後報告会での口頭発表　30％

登録方法：登録用紙と事前学習課題（タスクシート）を国際教育センターでもらって、登録用紙に必要事項を記入して、徳望館事務室の松下のメールボックスに提出してください。担当教員から連絡します。タスクシートは記入して、所定の期日（10／10）までに担当教員（松下）まで提出してください。
活動予定

９月下旬～10月上旬
登録用紙・事前学習課題（タスクシート）の配布・提出（配付場所：国際教育センター）















































（提出場所：徳望館事務室の松下のメールボックス）

10／10(火)　
事前学習課題(1)～(5)の提出しめきり（提出先：徳望館事務室の松下のメールボックス）

事前学習課題

(1) タスクシート①「日本の子ども」（要約および意見）

(2) タスクシート②「多文化教育・地球市民教育」（要約および意見）

(3) タスクシート③「自己紹介」

(4) タスクシート④「私の生まれ育ったところ」

(5) タスクシート⑤「小中学校のみなさんに話したいこと、聞きたいこと」

提出先：徳望館事務室の松下のメールボックス

（コピーをとってから提出すること。コピーは自分で保管すること。）

10／12(木)５限（昼休み）　タスクシート③～⑤についての口頭発表会。　（太平館Ａ２０２教室）

ビデオレター作成。（一般公開予定）
　　　　　＊５限に参加できる人は５限に、参加できない人は昼休みに参加してください。

　　　　　＊自己紹介などの練習をしてきてください

　　　　　＊参加できない人は別の時間に口頭発表をしてもらいます。

10月中旬

事前学習課題(1)～(5)の返却

10月～12月
小中学校の求めに応じ、各自で小中学校訪問（担当教員の仲介による）

　　　　　＊登録された空き時間を使用します。

　　　　　＊訪問する学校・日時は担当教員（松下）から個別に連絡します。

12／11(月)
　事後レポート提出しめきり



　　　　＊Ａ４横書き２枚以上。様式自由ですが、読みやすくきれいに。


　　　　＊できるだけ訪問後すぐに書きましょう。

提出先：徳望館事務室の松下のメールボックス

　　　（コピーをとってから提出すること。コピーは自分で保管すること。）

12／14(木)５限（昼休み）　事後報告会（一般公開予定）　（太平館Ａ２０２教室）



　　　　＊事後レポートの内容を報告してください。

問い合わせ先：国際教育センター教員・松下達彦

e-mail: tatsu@obirin.ac.jp

　研究室－研究棟Ｂ・１階・3164　　TEL：自宅 (042)750-0957（夜8:00～9:00）
桜美林・国際教育センター科目「フィールドワークＤ」


多文化教育・地球市民教育のための小中学校訪問大使
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